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能を有するもの」に当社では Presep® 
RPP-WCXが該当します。
本検討では超純水及び当社実験室内
の水道水を検水としました。この時、
水道水のTOCは約 0.6 mg/ℓでした。
超純水は無添加、約 20 mg/ℓのチオ
硫酸ナトリウム、10 mmol/ℓ の酢酸
アンモニウム水溶液となるように調製
した 3 条件で添加回収試験を行いま
した。水道水はアスコルビン酸ナトリ
ウムまたはチオ硫酸ナトリウムを約
20 mg/ℓ、酢酸アンモニウム水溶液
またはアンモニア水にて pH 7 付近に
調整したりん酸二水素アンモニウム水
溶液を 10 mmol/ℓとなるように調製
した 5条件で添加回収試験を行いまし
た。添加回収試験の実験フローを図 1
に示します。この時、別添方法 21 と
は異なり、3成分の濃度は各農薬とし
て 1μg/mℓとし、溶出後の濃縮操作
は省略しています。LC/MS/MS 条件
を表 1に、3成分のクロマトグラムを
図２に示します。この時分析カラムは
HILIC モード 3, 4）のWakopak® Wakosil-
Ⅱ 5SIL-AQ（5μm, 2.0 mm×150 mm）
を用いました。

３．結果5）

添加回収試験の結果を表 2 に示し
ます。超純水において Run1、Run2

ではジクワットの回収率が 65.7 %、
51.8 % と水道水を対象としたRun4 の
89.9 % よりも低い結果となりました。
これはジクワットが検水中のマトリッ
クスの影響を受けやすいためと考えら
れます 3）。超純水においてイミノクタ
ジン及びパラコートではいずれの条件
でも回収率が 80 % 以上となり良好な
結果が得られました。水道水において
Run4 ではイミノクタジンの回収率が
34.2 % となり低くなりました。一方
でジクワット及びパラコートは 80 %
以上と良好な結果となりました。添加
剤を加えた場合Run5 において 83.0 ～
109.2 %、Run6 において 80.5 ～ 99.8 %、
Run7 において 94.5 ～ 97.0 %、Run8 に
おいて 91.4 ～ 112.6 % といずれも回収
率が 80 % 以上と良好な結果が得られ
ました。
本検討結果より、無添加よりも別添

方法 21 に記載されているチオ硫酸ナ
トリウムだけではなくアスコルビン酸
ナトリウム、酢酸アンモニウム、りん
酸二水素アンモニウムも 3成分を回収
するためには有効であると思われま
す。
イミノクタジン、ジクワット及びパラ
コートの一斉分析法において Presep® 
RPP-WCX 及 び Wakopak® Wakosil-
Ⅱ 5SIL-AQ が適用できると考えられ
ますので是非、ご検討下さい。

〔参考文献〕
1） 厚生労働省健康局水道課：「別添４　水質管
理目標設定項目の検査方法」, 健水発第
1010001 号 （2015）.

2） 巻幡希子ら：分析化学，56 （7）, 579 （2007）.
3） 木下輝昭ら：水環境学会誌，38 （2）, 49 （2015）.
4） Kawamoto, T. et al .：Anal. Sci ., 22 （4）, 489 
（2006）.
5） 須藤勇紀ら：環境化学討論会要旨集，24, 
P-105（2015）.
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表２． 添加回収試験の結果

Run 対象 添加剤
イミノクタジン ジクワット パラコート

回収率（%）
1 無添加 85.3 65.7 91.5
2 超純水 チオ硫酸ナトリウム 80.8 51.8 89.3
3 酢酸アンモニウム 94.5 89.6 98.7
4 無添加 34.2 89.9 80.7
5 アスコルビン酸ナトリウム 83.0 109.2 86.8
6 水道水 チオ硫酸ナトリウム 80.5 99.8 88.5
7 酢酸アンモニウム 94.5 95.7 97.0
8 りん酸二水素アンモニウム 99.7 112.6 91.4

コードNo. 品　　　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）
047-30441 Diquat Dibromide Monohydrate Standard  残留農薬試験用 100mg 10,000
092-03901 Iminoctadine Triacetate Standard  残留農薬試験用 200mg 18,900
160-08871 Paraquat Dichloride Standard  残留農薬試験用 100mg 10,500

コードNo. 品　　　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）
292-34831 Presep® RPP-WCX （60mg/3mℓ） 試料前処理用 10本×10 45,000

コードNo. 品　　　名 カラムサイズ ジョイントタイプ 容　量 希望納入価格（円）
－ Wakopak® Wakosil-Ⅱ 5SIL-AQ Φ2.0 mm×150 mm W 1本 41,000
－ D 1本 41,000

標準品

固相抽出カラム逆相－弱陽イオン交換ミックスモード

分析用カラム（HILIC カラム）

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 10月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。
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品目追加 
イオン液体
イオン液体は、二次電池電解液、有機合成用溶媒、その他、

潤滑剤や帯電防止剤などさまざまな用途に使用されます。

特　　長
●蒸気圧が非常に小さく、揮発しにくい
●熱的に非常に安定
●低融点あるいは結晶化しにくい。広い温度域で液状
●高い電気伝導度を示す
●電気化学的に非常に安定

用　　途
●二次電池電解液
●反応溶媒（有機合成・酵素反応・高分子反応）
●触媒
●潤滑剤
●帯電防止剤
●セルロース溶解溶媒
●炭酸ガス吸収剤
●金属の電解精製・分離

主なイオン液体の構造
■カチオン

■アニオン
Cl－, Br－, I－, BF4－, PF6－, CF3SO3－, （CF3SO2）2N－, （CN）2N－

物性値（参考値）
■ 1-ブチル-3-ドデシルイミダゾリウム=ビス（トリフルオロ
メタンスルホニル）イミド
●粘度（25℃）：143.4mPa・s
●導電率（20℃）：41.1mS/m

■ 4-（2-エトキシエチル）-4-メチルモルホリニウム=ビス
（トリフルオロメタンスルホニル）イミド
●粘度（25℃）：252.2mPa・s
●導電率（20℃）：64.4mS/m

■ 2-ヒドロキシ-3-メタクリロイルオキシプロピルトリメチル
アンモニウム=ビス（トリフルオロメタンスルホニル）イミド
●融点：52.3℃

■ 1-オクチルピリジニウムヘキサフルオロりん酸塩
●融点：67.0℃

■ N-オレイル-N, N-ジ（2-ヒドロキシエチル）-N-メチルアン
モニウム=ビス（トリフルオロメタンスルホニル）イミド
●粘度（25℃）：1,125mPa・s
●導電率（20℃）：9.35mS/m

　イオン液体シリーズは、全 70 品目品揃えしています。
他の品目につきましては、下記HPをご参照下さい。
http://www.wako-chem.co.jp/siyaku/product/chemical/
ion/index.htm

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 10月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。
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NEW

NEW

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

022-18791 1-Butyl-3-dodecylimidazolium Bis
（trifluoromethanesulfonyl）imide 有機合成用

5g  8,000

020-18792 25g 21,000

053-09071 4-（2-Ethoxyethyl）-4-
methylmorpholinium Bis
（trifluoromethanesulfonyl）imide

有機合成用
5g  8,000

051-09072 25g 21,000

089-10201 2-Hydroxy-3-methacryloyloxy-
propyltrimethylammonium Bis
（trifluoromethanesulfonyl）imide

有機合成用
5g  8,000

087-10202 25g 21,000

158-03371 1-Octylpyridinium 
Hexafluorophosphate 有機合成用

5g  8,000

156-03372 25g 21,000

151-03361 N-Oleyl-N, N-di（2-hydroxyethyl）-N-
methylammonium Bis
（trifluoromethanesulfonyl）imide

有機合成用
5g  8,000

159-03362 25g 21,000

C19H37N2・C2F6NO4S2＝573.66
CAS No. 1612842-42-8
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有機合成用試薬 
Bredereck 試薬
本品は、カルボニル基のα- メチレンアミノ化に有用な
試薬です。系内で強塩基性のt- ブトキシドが生成し、カ
ルボニル基のαプロトンを引き抜くことで、エノラート
が生成します。生成したエノラートが、イミニウムカチオ
ンと反応することでメチレンアミノ化が進行します。

反 応 例

〔参考文献〕
1） Shi, L. Y., Wu, J. Q., Zhang, D. Y., Wu, Y. C., Hua, W. Y. and Wu, X. M. : 
Synthesis , 3807 （2011）.

中性条件下で使えるベンジル化試薬 
DPT-BM
アルコールのベンジル化反応は強塩基性条件で行うこと
が多く、使用できる基質に限りがありました。新規のベン
ジル化試薬「DPT-BM1）」は、中性条件下、MgOを添加す
るのみでベンジル基を導入することが可能です。また、そ
の他酸性条件下にて反応が進行するTriBOTシリーズ 2, 3）

もラインアップしています。

〔参考文献〕
1） Yamada, K., Tsukada, Y., Karuo, Y., Kitamura, M. and Kunishima, M. : 
Chemistry, 20 , 12274 （2014）.

2） Yamada, K., Fujita, H. and Kunishima, M. : Org. Lett ., 14 , 5026 （2012）.
3） Yamada, K., Fujita, H., Kitamura, M. and Kunishima, M. : Synthesis , 45 , 
2989 （2013）.

関連商品

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 10月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

NEW

NEW

NEW

NEW

コードNo. メーカーコード 品　　　名 容量 希望納入価格（円）

389-07923
T026

DPT-BM
【4-（4,6-Diphenoxy-
1,3,5- triazin-2-yl）-4-
benzylmorholinium 
Trifluoromethanesulfonate】 

1g 18,000

383-07921 5g 68,400

コードNo. 品　　　名 容量 希望納入価格（円）

385-02182 TriBOT
【2,4,6-Tris（benzyloxy）-1,3,5-triazine】

25g 12,000

387-02181 100g 36,000

381-02601 TriBOT-PM
【2,4,6-Tris（p-methoxybenzyloxy）-
1,3,5-triazine】

10g  9,000

387-02603 50g 27,500

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

026-18831
Bredereck's Reagent 危 有機合成用

5g 12,000

024-18832 25g 46,000

Bredereck's reagent

(1.8 eq.)

DMF, 120℃, 1 h

H H O

O

CO
2
MOM

H H O

O

N

CO
2
MOM

有機合成用　反応別カタログ発行
有機合成において汎用的に用いられる製品を反応別
にまとめ、製品ごとの特長、実験操作、製品情報を掲
載しています。
還元剤パンフレットは、N.E. CHEMCAT社の接触還
元触媒を中心にさまざまな反応剤について特長をまと
めています。
ベーシックな反応から最新の反応までさまざまな反
応例を掲載していますので、ぜひご活用下さい。

　ご希望の方は、当社営業または当社代理店にご請求
下さい。

Williamson
エーテル合成法 

DPT-BM TriBOTシリーズ

塩基性 酸性中性

Cl
PhO

PhO TfO-

N
N

N
N+ O

O

O O

R=H : TriBOT
R=OMe : TriBOT-PM

N

N N

R

R

R

NaH+ MgO+ TfOH+

Williamson
エーテル合成法 DPT-BM TriBOTシリーズ

反応条件 塩基性 中性 酸性

添加剤 NaH
（水素化ナトリウム）

MgO
（酸化マグネシウム） TfOH, CSA 他 酸触媒

保管方法 不活性ガス封入 冷凍 室温

導入保護基 ベンジル系 ベンジル基
TriBOT…ベンジル基
TriBOT-PM…  p-メトキシベン

ジル基（PMB基）

NEW
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品目追加 
生薬試験用標準品
当社では、局方規格並びに自主規格の生薬試験用標準品
を多数取り揃えています。新たに追加となった商品をご紹
介します。

■  タクシャトリテルペン混合試薬
タクシャトリテルペンは、生薬「タクシャ（沢瀉）」な
どに含まれる成分です。本品は、アリソールA、アリソー
ルB、酢酸アリソールBを各50μg含む混合物です。
●外観：薄膜

■  シミゲノール標準品
シミゲノールは、生薬「ショウマ」に含まれる成分で

す。
●含量（HPLC）：95.0% 以上
●外観：白色の粉末

■  クマリン標準品
クマリンは、生薬「メリロート」（セイヨウエビラハギ）
などに含まれる成分です。
●含量（HPLC）：99.0% 以上
●外観：白色の結晶

■  エレウテロシドB標準品
エレウテロシドBは、生薬「シゴカ（刺五加）」などに
含まれる成分です。
●含量（HPLC）：98.0% 以上
●外観：白色の結晶性粉末

■  グリチルリチン酸一アンモニウム標準品
グリチルリチン酸一アンモニウムは、生薬「カンゾウ」
などに含まれる成分です。本品は、当社設定のHPLC試験
条件においてグリチルリチン酸の他にピークを認めます。
●外観： 白色、結晶～結晶性

粉末

■  ノトギンセノシドR1標準品
ノトギンセノシドR1は、生薬「サンシチニンジン（デ
ンシチニンジン）」などに含まれる成分です。
●含量（HPLC）：98.0% 以上
●外観： 白色、結晶性粉末～

粉末

■  プラチコジンD標準品
プラチコジンDは、生薬「キキョウ」に含まれる成分です。
●含量（HPLC）：99.0% 以上　　●外観：白色の粉末

■  レイン
本品は、日本薬局方一般試験法 試薬・試液の「レイン、
薄層クロマトグラフィー用」に適合した製品です。生薬
「ダイオウ」の確認試験に用いられます。
●含量（qNMR）：95.0% 以上
●性状（JP法）：黄色の粉末

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 10月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。
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薄層クロマトグラフ用TLCプレート 
シリカゲルTLCプレート -ワコーシリーズ
シリカゲルTLCプレート - ワコーは、細孔径 7nm （70Å）
の多孔質シリカゲルをガラス板上に均一に塗布した TLC
プレートです。
蛍光物質を添加してるシリカゲル 70F254 TLC プレート、
シリカゲル 70FM TLC プレート - ワコー、蛍光物質不含
のシリカゲル 70TLC プレート - ワコーなど、各種取り
扱っています。

特　　長
●安価
●高分離能

物性情報

標準試料の展開

関連商品
TLC用ペーパーシート
クロマトシートⅡ
クロマトシートⅡは、シリカゲルと蛍光剤F254を「紙」

繊維に固定した薄層クロマト用のシートです。TLCプレー
トと同様の分離性、再現性を有し、また、支持体が「紙」
のためはさみで簡単に切断でき、軽く、保管時にもかさば
りません。
寸法：20cm× 20cm、厚み：約0. 3mm、重量：約7g/枚

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 10月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。
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NEW
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NEW

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

017-26131 Alisma Triterpenes Mixture 生薬試験用 150μg 29,000

032-23861 Cimigenol Standard 生薬試験用 5mg 17,000

030-24521 Coumarin Standard 生薬試験用 100mg  7,500

059-09051 Eleutheroside B Standard 生薬試験用 10mg 35,000

076-06481 Glycyrrhizic Acid Monoammonium Standard 生薬試験用 10mg 10,000

140-09631 Notoginsenoside R1 Standard 生薬試験用 10mg 20,000

160-26691 Platycodin D Standard 生薬試験用 5mg 18,000

186-03191 Rhein 
局方生薬試験用
（薄層クロマト
グラフィー用）

10mg 42,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）
038-24061 Chromato Sheet Ⅱ 薄層クロマトグラフ用 25枚 15,000

コードNo. 品　　　名 層厚
［mm］ 規　格 容量 希望納入価格（円）

199-17813

Silicagel 70 F254 TLC
Plate-Wako

0.25

薄層クロマト
グラフ用

 10枚
（5cm×10cm）  2,900

193-17816 200枚
（5cm×10cm） 25,500

197-17814 100枚
（5cm×20cm） 22,500

193-17811  25枚
（20cm×20cm） 16,800

196-17884 Silicagel 70 FM TLC 
Plate-Wako
（広領域紫外線250-
400nm対応）

薄層クロマト
グラフ用

 10枚
（5cm×10cm）  3,000

198-17883 100枚
（5cm×20cm） 24,500

192-17881  25枚
（20cm×20cm） 19,500

199-17874
Silicagel 70 TLC
Plate-Wako
（蛍光剤不含タイプ）

薄層クロマト
グラフ用

 10枚
（5cm×10cm）  2,700

191-17873 100枚
（5cm×20cm） 22,500

195-17871  25枚
（20cm×20cm） 16,000

195-12871
Silicagel 70 PF254
Plate-Wako
（分取用TLC：層厚タイプ）

0.75 薄層クロマト
グラフ用

 10枚
（20cm×20cm） 15,000

シリカゲルの粒子径 5-20μm

シリカゲルの細孔径 7nm （70Å）

シリカゲルの比表面積 450m2/g

シリカゲルの細孔容量 0.8mℓ/g

シリカゲル層の厚さ 230～ 250μm

支持体 ガラスプレート

蛍光指示薬 単色蛍光物質［254nm］

シリカゲル70F254 TLCプレート-ワコー A社同等品

〈実験条件〉
試　　料： 1．カフェイン
 2．ナプロキセン
 3．p-アセトアミドフェノール
 4．p-ヒドロキシ安息香酸
移 動 相：クロロホルム :メタノール=
　　　　　a) 95:5　b) 90:10　c) 85:15　d) 80:20
検　　出：UV254nm
展開距離：10cm
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品目追加 
マイコトキシン試験用標準液
フモニシンはFusarium 属のカビが産生するカビ毒（マ
イコトキシン）で、世界中で主にトウモロコシへの汚染が
懸念されています。日本では規制値の設定はありません
が、欧米ではフモニシン B1、B2、B3 で規制値が設定され
ており、モニタリングされています。
当社では、調液の手間が不要な標準液をご用意していま
す。是非ご利用下さい。

関連商品
フザリウムトキシン

　＊ 成分：ニバレノール、デオキシニバレノール、HT-2 トキシ
ン、T-2 トキシン、ゼアラレノン

＊＊ フザリウムトキシンを分析する際、ベルカロール及びゼアララ
ノンを内部標準物質として使用する手法が提案 1）されています。

〔参考文献〕
1）Nakagawa, H. et al . : J. Anal. Bioanal. Tech., S6, 002 （2014）.

アフラトキシン類
「平成 27 年 7 月 23 日食安発 0723 第 1 号」により乳に含
まれるアフラトキシンM1 に規制が設定されました。当社
では、定量NMRにより値付けした原体を使ったより高精
度なアフラトキシン類の標準液及び標準品をご用意してい
ます。ご活用下さい。

ポリマーの分析に最適 
GPC用溶媒
本品は、ポリマーの溶解・分析時の加温による溶媒の着
色が無いことを確認し、加熱後の吸光度を保証した溶媒で
す。その他にも水分、過酸化物、不揮発物、不純物による
屈折率の変化や紫外線吸収を保証しており、GPC の溶離
液調製に最適です。

加温着色試験結果

1- クロロナフタレンの当社従来品を 250℃で加熱すると変色し、
装置やカラムに悪影響を与える。新製品のGPC用グレート品は
着色しない。

＊ 法的規制はありませんが微量の PCBの存在があるため、「1,2,4- トリクロ
ロベンゼン」を購入の際は試験・研究用に使用することを確認する証が
必要です。詳しくは当社代理店までお問合せ下さい。

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 10月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

NEW

NEW

NEW

NEW

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

065-06531
Fumonisins Mixture Standard Solution
[B1, B2 each 50μg/mℓ Acetonitrile: 
Water（1:1） Solution]   危

マイコトキシン
試験用 1mℓ×5A 70,000

062-06541
Fumonisin B1 Standard Solution
[50μg/mℓ Acetonitrile:Water（1:1） 
Solution]   危

マイコトキシン
試験用 1mℓ×5A 45,000

069-06551
Fumonisin B2 Standard Solution
[50μg/mℓ Acetonitrile:Water（1:1） 
Solution]   危

マイコトキシン
試験用 1mℓ×5A 62,000

061-05771 Fumonisin B1 Standard マイコトキシン
試験用 5mg 90,000

066-06181 Fumonisin B2 Standard マイコトキシン
試験用 5mg 照　 会

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

068-06401 Fusarium Toxins Mixture Standard Solution（Acetonitrile Solution）＊   危  毒素等
マイコトキシン
試験用 1mℓ×5A 40,000

225-02231 Verrucarol Standard＊＊  毒素等 マイコトキシン
試験用 5mg 60,000

264-02141 Zearalanone Standard＊＊ マイコトキシン
試験用 5mg 34,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

013-25751 Aflatoxin M1 Standard Solution（0.5μg/mℓ Acetonitrile Solution）   危  毒素等
マイコトキシン
試験用 1mℓ×5A 40,000

018-24341
Aflatoxins Mixture Standard Solution（B1, 
B2, G1, G2 each 25μg/mℓ Acetonitrile 
Solution）   危  毒素等

マイコトキシン
試験用 1mℓ×5A 28,000

010-24301 Aflatoxin B1 Standard Solution（25μg/mℓ Acetonitrile Solution）   危  毒素等
マイコトキシン
試験用 1mℓ×5A 20,000

017-24311 Aflatoxin B2 Standard Solution（25μg/mℓ Acetonitrile Solution）   危  毒素等
マイコトキシン
試験用 1mℓ×5A 20,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

014-24321 Aflatoxin G1 Standard Solution（25μg/mℓ Acetonitrile Solution）   危  毒素等
マイコトキシン
試験用 1mℓ×5A 20,000

011-24331 Aflatoxin G2 Standard Solution（25μg/mℓ Acetonitrile Solution）   危  毒素等
マイコトキシン
試験用 1mℓ×5A 20,000

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

036-24481 Chloroform （Stabilizer : Ethanol）
 GPC用

1ℓ  3,750
032-24483 3ℓ  9,700
033-24491

Chloroform, Amylene added GPC用
1ℓ  3,800

039-24493 3ℓ  9,800
034-24541 1-Chloronaphthalene 危 GPC用 1ℓ 35,000
043-33841 o-Dichlorobenzene 危 GPC用

1ℓ  3,000
049-33843 3ℓ  8,000
045-33921 N, N-Dimethylacetamide 危 GPC用

1ℓ  8,000
041-33923 3ℓ 18,000
046-33831 N, N-Dimethylformamide 危 GPC用

1ℓ  4,400
042-33833 3ℓ 11,000
048-33911

Dimethyl Sulfoxide 危 GPC用
1ℓ  6,000

044-33913 3ℓ 14,000
134-18521

1-Methyl-2-pyrrolidone 危 GPC用
1ℓ  7,000

130-18523 3ℓ 16,000
205-20071

Tetrahydrofuran, Stabilizer Free 危 GPC用
1ℓ  6,300

201-20073 3ℓ 13,750
209-20091

Tetrahydrofuran, with Stabilizer 危 GPC用
1ℓ  6,400

205-20093 3ℓ 14,000
202-20101

1,2,4-Trichlorobenzene 危 GPC用
1ℓ 11,500

208-20103 3ℓ 27,000

250℃・180分加熱後外観
A : GPC用溶媒
B : 当社従来品

A B

毒素等： 生物・毒素兵器の製造、使用防止のため「毒素等」を試験研究用
に使用することを確認する証が必要です。
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品目追加 
ポジティブリスト関連標準品
ポジティブリスト関連の残留農薬試験用標準品及びHPLC

用動物用医薬品標準品の追加品目をご紹介します。品目は順
次追加しています。

■  農薬標準品
■フルカルバゾン標準品
化学名：  4,5-Dihydro-3-methoxy-

4-methyl-5-oxo-N-（2-
trifluoromethoxyphenylsulfonyl）- 
1H-1,2,4-triazole-1-carboxamide

含量（qNMR）：98.0%以上
外　観：  白色、結晶性粉末～粉末
備　考：  除草剤

■ヘキサジノン代謝産物B標準品
化学名：  3-Cyclohexyl-6-（methylamino）-1- 

methyl-1,3,5-triazine-2,4-（1H,3H）- 
dione

含量（qNMR）：98.0%以上
外　観：  白色、結晶性粉末～粉末

■ヘキサジノン代謝産物F標準品
化学名：  3-Cyclohexyl-6-amino-1-methyl-

1,3,5-triazine-2,4-（1H,3H）-dione
含量（qNMR）：98.0%以上
外　観：  白色、結晶性粉末～粉末

■ラクトフェン標準品
化学名：  Ethyl O-[5-（2-Chloro-α,α,α-trifluoro-

p-tolyloxy）-2-nitrobenzoyl]-DL-
lactate

別　名： Cobra
含量（qNMR）：98.0%以上
外　観：  白色、粉末又は塊
溶解性：  水＜1mg/ℓ（20℃）
備　考：  除草剤

■レピメクチン標準品
化学名：  Lepimectin A3 ;

（10E,14E,16E）-（1R,4S,5’S,6R,
6’R,8R,12R,13S,20R,21R,24S）- 
21,24-Dihydroxy-5’,6’,11,13,22-

pentamethyl-2-oxo-3,7,19-

trioxatetracyclo[15.6.1.14,8.020,24]

pentacosa-10,14,16,22-tetraene-

6-spiro-2’-tetrahydropyran-12-yl （Z）- 
2-Methoxyimino-2-phenylacetate

Lepimectin A4 ;

（10E,14E,16E）-（1R,4S,5’S,6R,
6’R,8R,12R,13S,20R,21R,24S）- 
6’-Ethyl-21,24-dihydroxy-5’,11,13, 

22-tetramethyl-2-oxo-3,7,19-

trioxatetracyclo[15.6.1.14,8.020,24]pentacosa-10,14,16,22-tetraene-6-spiro-2’- 

tetrahydropyran-12-yl （Z）-2-Methoxyimino-2-phenylacetate
別　名： Aniki

含量（HPLC）： 97.0%以上（Lepimectin A3+ Lepimectin A4）

外　観：  白色～ほとんど白色、結晶性粉末～粉末

備　考：  殺虫剤

■ピリメタニル代謝産物C標準品
化学名：  2-Anilino-4,6-dimethylpyrimidin-5-

ol

含量（qNMR）：98.0%以上

外　観：  黄褐色、結晶性粉末～粉末

■チアジアジン標準品
化学名：  4,4’,6,6’-Tetramethyl-3,3’- 

ethylenedi-1,3,5-thiadiazinane-2-

thione

別　名： Sanipa

含量（HPLC）：85.0%以上

外　観：  白色～わずかにうすい褐色、結晶性

粉末～粉末

備　考：  殺菌剤

■  動物用医薬品標準品
■臭化プリフィニウム標準品
化学名：  3-Benzhydrylidene-1,1-diethyl-2-

methylpyrrolidin-1-ium Bromide

含量（qNMR）：98.0%以上

外　観：  白色、結晶性粉末～粉末

■ベダプロフェン標準品
化学名：  2-（4-Cyclohexylnaphthalen-1-yl）

propanoic Acid

含量（qNMR）：98.0%以上

外　観：  白色、結晶性粉末～粉末又は塊

その他のポジティブリスト関連品目は下記よりご参照下さい。
当社HP→カテゴリーから選ぶ→分析・環境→食品分析
→01 .残留農薬・動物用医薬品（ポジティブリスト制度）

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 10月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）
060-06581 Flucarbazone Standard 残留農薬試験用 100mg 30,000

082-10171 Hexazinone Metabolite B Standard 残留農薬試験用 100mg 30,000

089-10181 Hexazinone Metabolite F Standard 残留農薬試験用 100mg 30,000

122-06431 Lactofen Standard 残留農薬試験用 100mg 23,000
125-06421 Lepimectin Standard 残留農薬試験用 100mg 25,000

166-27411 Pyrimethanil Metabolite C Standard 残留農薬試験用 100mg 30,000

205-19581 Thiadiazin Standard 残留農薬試験用 100mg 30,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

168-27471 Prifinium Bromide Standard 
高速液体クロマト
グラフ用 100mg 30,000

227-02291 Vedaprofen Standard 高速液体クロマト
グラフ用 100mg 30,000
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中圧分取 /フラッシュクロマト用カラム 
Presep® 分取用インジェクトカラム
プレセップ ®インジェクトカラムは、プレセップ ®分取
用カラムより粒子径の大きいシリカゲルを充てんしたカラ
ムです。粘性試料のサンプルチャージ、難溶解性試料の溶
媒置換、サンプルの拡散防止などさまざまな用途で用いる
ことができます。

特　　長
● 極性溶媒にしか溶解しないサンプルや粘性の高いサンプ
ルの注入に有効

充てん剤の物性

使用方法

関連商品
インジェクトカラムと分取カラムの接続には別途アダプ
ターが必要です。

　分取用カラムPresep® （Luer Lock）も取り扱っていま
す。詳しくは当社ホームページをご参照下さい。
http://www.wako-chem.co.jp/siyaku/product/chemical/
Presep/index.htm

凍結に弱い細胞も保存可能  
製造元

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
総発売元

ラボバンカー®シリーズ
従来の凍結保存液を用いて細胞を凍結保存した場合、解
凍すると細胞が死んでいたり、生存していても増殖せずに
徐々に死んでしまうことがありました。ラボバンカー ®シ
リーズは、高い凍結保護性能をもつ細胞保存液です。凍結に
弱い細胞でも安心してディープフリーザーで保存できます。
※本品は、DMSOを 10％含んでいます。

特　　長
● 試薬の調製が不要 
● ディープフリーザー（－ 80℃）で急速に凍結保存可能
（長期保存可能）
● 融解後の細胞生存率が良好
● 血清含有タイプと無血清タイプをラインアップ
● 凍結に弱い細胞でも使用可能

デ ー タ
■ラボバンカー®1（血清含有タイプ）と従来品の比較（HL60細胞）

HL60 細胞をラボバンカー ®1と従来品（Old type）で、それぞれ
－80℃で 1週間凍結保存し、その後解凍、培養した。解凍直後
の生存率は同じくらいだが、その後培養を続けると、従来品は死
滅する細胞が多いのに対し、ラボバンカー ®1は正常に増殖した。

※ 無償サンプル（20mℓ）をご用意しています。ご希望の
方は当社営業担当または、当社代理店までお問合せ下さ
い。

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 10月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

コードNo. メーカーコード 品　　　名 容量 希望納入価格（円）

381-08441 BLB-1 LABO Banker®1（血清含有タイプ）
 

100mℓ 14,000
387-08443 BLB-1S 20mℓ×4 14,000
388-08451 BLB-2

LABO Banker®2（無血清タイプ） 
100mℓ 12,000

384-08453 BLB-2S 20mℓ×4 12,000

〈解凍直後生存率〉 〈解凍後培養４日〉
（％）

Old type
（血清タイプ）

Old type

ラボバンカー®1
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コードNo. 品　　　名 規格 容量 希望納入価格（円）

290-35091 Presep®（Luer Lock） Silica Gel （Inject 
Column） Type M（11g/25mℓ）

分取クロマト
グラフ用

10本×2袋 13,000

296-35093 10本×10袋 照　 会

290-35111 Presep®（Luer Lock） Silica Gel （Inject 
Column） Type L（33g/70mℓ）

分取クロマト
グラフ用

10本×2袋 17,000

296-35113 10本×10袋 照　 会

295-35281 Presep®（Luer Lock） NH2 （Inject 
Column） Type M（14g/25mℓ）

分取クロマト
グラフ用

10本×2袋 30,000

291-35283 10本×10袋 照　 会

292-35291 Presep®（Luer Lock） NH2 （Inject 
Column） Type L（36g/70mℓ）

分取クロマト
グラフ用

10本×2袋 44,000

298-35293 10本×10袋 照　 会

コードNo. 品　　　名 規格 容量 希望納入価格（円）
294-35131 Presep® Luer Adapter （Female） － 1個 4,200

品　　名 形状 細孔径
（nm）

細孔容量
（mℓ/g）

比表面積
（m2/g） pH

Presep®（Luer Lock） Silica 
Gel （Inject Column） 破砕状 6 0.85 550 6.5-7.5

Presep®（Luer Lock） NH2 
（Inject Column） 破砕状 6.7 0.72 432 10

②分取カラムに接続し、
　分取を行う。

①サンプル溶解液を
　インジェクトカラムに
　チャージする。

③分取の様子。
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トリプシン阻害剤 
トリプシンインヒビター，大豆由来
本品は、トリプシン活性を阻害する大豆由来タンパク質
です。そのため、トリプシンを使用した細胞分散や細胞剥
離の作用を止めるために利用されます。

製品概要
●外観：白色～うすい褐色、結晶～結晶性粉末
●溶解性：水、りん酸緩衝液に溶解
●エンドトキシン：7EU/mg（初回生産ロット）
●活性：4, 800USP units/mg（初回生産ロット）

関連商品
トリプシン

培養容器コーティング剤

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 10月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

NEW

NEW

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

202-16931 0.05w/v% Trypsin-0.53mmol/ℓ 
EDTA･4Na Solution with Phenol 
Red 

細胞培養用
100mℓ   1,800

204-16935 500mℓ   6,800

201-18841 0.25w/v% Trypsin Solution with Phenol Red 細胞培養用 100mℓ   2,900

209-16941 0.25w/v% Trypsin-1mmol/ℓ 
EDTA･4Na Solution with Phenol 
Red 

細胞培養用
100mℓ   1,800

201-16945 500mℓ   6,800

206-17291
0.5w/v% Trypsin-5.3mmol/ℓ 
EDTA・4Na Solution with Phenol 
Red （×10） 

細胞培養用 100mℓ   4,200

208-17251
0.5w/v% Trypsin-5.3mmol/ℓ 
EDTA・4Na Solution without 
Phenol Red （×10） 

細胞培養用 100mℓ   4,200

207-19982
Trypsin 1:250, from Porcine 
Pancreas

 25g  12,000
209-19981 細胞培養用 100g  35,000
201-19985 500g 150,000
208-13954

Trypsin, from Bovine Pancreas
 

100mg   5,400
204-13951 生化学用 500mg  13,000
200-13953   1g  22,000
201-19181

Trypsin, from Porcine Pancreas
 

  1g   6,000
207-19183 生化学用   5g  16,500
209-19182  25g  62,500

206-17171 Trypsin, Human, recombinant, Solution 細胞生物学用  10mg  45,000

202-20081 Trypsin, Porcine, recombinant, Solution 細胞生物学用  10mg  74,000

コードNo. メーカーコード 品　　　名 規格 /メーカー 容量 希望納入価格（円）

303-95713 PSC-1-
100-20 Collagen TypeⅠ bovine 

skin （pepsin solubilized 
collagen） 3mg/mℓ 

ニッピ
 20mℓ  8,000

307-95711 PSC-1-
100-100 100mℓ 27,000

300-95701 ASC-4-
104-01

Collagen TypeⅣ bovine 
lens capsule （acid 
solubilized collagen） 
0.5mg/mℓ 

ニッピ   1mℓ 36,000

コードNo. メーカーコード 品　　　名 規格 /メーカー 容量 希望納入価格（円）

055-09031 － EHS-gel Basement 
Membrane Matrix 細胞培養用   5mℓ 25,000

062-05701 － Fibronectin, from Bovine 
Plasma, New Zealand 
Origin 

細胞培養用
  1mg 18,000

068-05703 －   5mg 54,000

063-05591 － Fibronectin Solution, from 
Human Plasma 細胞培養用   1mg 18,000

385-07361 892011 iMatrix-511 solution
（0.5mg/mℓ） ニッピ

175μg×2 28,000
381-07363 892012 175μg×6 72,000

120-05751 － Laminin Solution, from 
Mouse EHS Tumor 細胞培養用   1mg 28,000

169-19071 －
Poly-L-lysine Hydrobromide, 
M.W. 30,000-70,000 
（γ-ray irradiated for 
sterilization） 

生化学用   5mg  6,000

166-19081 －
Poly-L-lysine Hydrobromide, 
M.W. 70,000-150,000 
（γ-ray irradiated for 
sterilization） 

生化学用   5mg  6,000

163-19091 －
Poly-L-lysine Hydrobromide, 
M.W. ＞300,000 （γ-ray 
irradiated for sterilization） 

生化学用   5mg  6,000

163-27421 － Poly-L-Ornithine Solution 
（0.1mg/mℓ） 細胞培養用  50mℓ 16,000

220-02041 －
Vitronectin（20-398 aa）, 
Human, recombinant, 
Solution 

生化学用 500μg 14,500

220-02281 － Vitronectin, from Human 
Plasma  細胞培養用 100μg 30,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

206-20121 Trypsin Inhibitor, from Soybean
 細胞培養用

100mg 15,000
202-20123 250mg 28,000

細胞培養に使用する製品をまとめたカタログです。
培地のほか、サイトカインや細胞外基質、培養器材か
らES・iPS 研究用試薬の StemSure® シリーズまで多数
の製品を掲載しています。

〈掲載内容〉
1．StemSure® シリーズ
2．動物細胞培養用培地
3．バッファー
4．抗生物質
5．血清・血清代替品
6．細胞増殖因子
7．サイトカイン
8．分化誘導・分化マーカー
9．細胞外基質

10．細胞分散用試薬
11．細胞保存液
12．細胞固定・染色
13．細胞増殖・毒性試験
14．培養器材
15．分析・測定機器
16．エンドトキシン
17．受託サービス

動物細胞培養関連試薬カタログ Ver.4発行動物細胞培養関連試薬カタログ Ver.4発行
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ナイーブ型ヒトES細胞の誘導維持に 
ES・iPS細胞研究用試薬
IM-12、PD0325901、SB590885、WH-4-023、Y-27632、
Activin A、hLIF をオンフィーダーでともに使用すると、
マウス ES 細胞の基底状態と類似したナイーブ型ヒト ES
細胞を誘導維持することができると報告されています 1）。

■  IM-12
IM-12 は、選択的な GSK-3β（glycogen synthase kinase 
3β）阻害剤です。
●含量（HPLC）：98.0％以上
●外観： 黄色～赤色、結晶性

粉末～粉末
●溶解性： DMSOに可溶

■  PD0325901
PD0325901 は、強力なMAPK阻害剤です。
●含量（HPLC）：98.0％以上
●外観： 白色～うすい褐色、

結晶～粉末
●溶解性： DMSOに可溶

■  WH-4-023
WH-4-023 は、Lck（Lymphocyte-specific protein 

tyrosine kinase）及び Src キナーゼの阻害剤です。
●含量（HPLC）：98.0％以上
●外観： 白色～うすい褐色、

結晶～粉末
●溶解性： DMSOに可溶

■  Y-27632
Y-27632 は、選択的かつ強力な ROCK 阻害剤です。ヒ

ト ES細胞やヒト iPS 細胞の細胞分散時に細胞死を抑制し
ます。また凍結保存後の細胞生存率が向上すると報告され
ています。
●含量（HPLC）：98.0％以上
●外観： 白色～うすい黄色、

結晶性粉末～粉末
●溶解性： 水に可溶

■  アクチビンA, ヒト, 組換え体, 動物由来物フリー
アクチビンAは、TGF-βファミリーに分類されるサイ
トカインです。細胞増殖や分化、神経細胞の生存を始め多
くの活性を有します。
●由来： E. coli  expressed human activin A
●形状： 凍結乾燥品、キャリアフリー
● 0.2μmフィルター滅菌済み
●エンドトキシン： 0.01ng/μg以下
●生物学的活性： ED50 ＜ 2.0ng/mℓ（比活性：＞ 5×105 

units/mg に相当） マウスMCP-11 細胞
における細胞増殖阻害能による。

■  LIF, ヒト, 組換え体, 培養上清
LIF は、マウスES細胞の分化抑制作用があるため、ES
細胞の未分化状態を維持するために細胞培養時に用いられ
ます。
●由来： Monkey BMT-10 cell-expressed human LIF
●形状： D-MEM（高グルコース）（L- グルタミン , フェ

ノールレッド含有）＋ 10% FBS を含む培養上清
● 0.2μmフィルター滅菌済み
●マイコプラズマ試験済み
●実用試験： マウス ES細胞分化抑制能の確認
●実用希釈倍率： 1：1,000
　　　　　　　　 本品 1mℓは、1ℓのマウス ES 細胞培養

培地の調製に適しています。

〔参考文献〕
１）Theunissen T. W. et al . : Cell Stem Cell , 15 （4）, 471 （2014）.

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 10月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

NEW

NEW

［次頁に続く］

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）
091-07131 IM-12 細胞生物学用  5mg  19,000
162-25291

PD0325901 細胞生物学用
 5mg  17,000

168-25293 25mg  68,000
234-02741 WH-4-023 細胞生物学用  5mg  32,000

+ → Naïve
hESC

PD0325901（1μmol/ℓ）, IM-12（1μmol/ℓ）,
SB590885（0.5μmol/ℓ）, WH-4-023（1μmol/ℓ）,
Y-27632（10μmol/ℓ）

hLIF（20ng/mℓ）
Activin A（20ng/mℓ）
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関連商品

未分化細胞除去に 
PluriSIn1
本品は、SCD1（Stearoyl-CoA desaturase-1）阻害剤で
す。ヒト多能性幹細胞（hPSCs）から分化させた培養細胞
に残存する未分化細胞を選択的に除去すると報告されてい
ます。SCD1 の阻害により、未分化の hPSCs に対して小
胞体ストレスを引き起こしアポトーシスを誘導します。

製品概要
●含量（HPLC）：98.0％以上
●外観： 白色～褐色、結晶性

粉末～粉末
●溶解性： DMSOに可溶

〔参考文献〕
１）Ben-David, U. et al . : Cell Stem Cell , 12, 167 （2013）.

関連商品

エンドトキシンチェック済みホルモン 
デキサメタゾン
デキサメタゾンは、インスリンなどとともに、培地に添
加され、ほ乳類の体性幹細胞を脂肪細胞へと分化誘導する
ことが報告されています。
本品は、エンドトキシンチェック済みですので、細胞培
養などのエンドトキシンの影響に考慮が必要な実験にご利
用下さい。

製品概要
●含量（HPLC）：97.0% 以上
●比旋光度：+72 ～ +80°
●乾燥減量（105℃）：0.5% 以下
●強熱残分：0.2% 以下
●エンドトキシン：実績値報告（初回生産ロット：3.0EU/g）

関連商品
エンドトキシンチェック済みです。

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 10月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

257-00511

Y-27632 細胞生物学用

 1mg  12,000
253-00513  5mg  36,000
251-00514 25mg 140,000
257-00516 1g 照　　会
014-23961 Activin A, Human, recombinant, 

Animal-derived-free 細胞生物学用
10μg  39,000

010-23963  1mg 照　　会
129-05601 LIF, Human, recombinant, 

Culture Supernatant 細胞培養用
 1mℓ  25,000

125-05603 1mℓ×10 130,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

093-06351 Insulin Solution, Human, recombinant 細胞培養用 5mℓ  18,000

093-06471

Insulin, Human, recombinant
 細胞培養用

 50mg   8,000
099-06473 100mg  12,000
097-06474  1g  70,000
093-06476 10g 450,000
090-06481 Insulin, Human, 

recombinant,
Animal-derived-free 

細胞培養用
 50mg  10,000

096-06483 250mg  35,000
094-06484  1g 100,000
050-09081

β-Estradiol 細胞培養用
 1g 照　　会

056-09083  5g 照　　会
058-09082 25g 照　　会
086-10191

Hydrocortisone 細胞培養用
 1g   5,000

082-10193  5g  18,000
080-10194 50g  60,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

047-33861 250mg  10,000
043-33863 Dexamethasone 細胞培養用  1g  15,000
045-33862 25g  80,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

165-27501 PluriSIn1 細胞生物学用 10mg  24,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

180-03231 rBC2LCN-PE23 
未分化ヒトES細胞・ヒトiPS細胞
を選択的に除去する組換え型レ
クチン

細胞培養用
100μℓ  30,000

186-03233 100μℓ×5 120,000

コードNo. メーカーコード 品　　名 規格 /メーカー 容量 希望納入価格（円）

030-24021
CultureSure® Y-27632
 

 1mg  15,000
036-24023 － 細胞培養用  5mg  40,000
034-24024 25mg 150,000
199-16051

－ StemSure® LIF, Mouse, 
recombinant, Solution 細胞培養用

106units  30,000
195-16053 106units×10 150,000
515-96451 2650/10 SB590885 Tocris 10mg  63,000
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品揃え多数 
サイトカイン大入り包装
サイトカインのお得な大入り包装を多数揃えています。

納期・価格は当社代理店までお問合せ下さい。また、下記
以外のサイトカインや、通常サイズ製品もご用意していま
す。製品の検索は、当社カタログまたは試薬検索サイト
（http://www.siyaku.com/）をご覧下さい。

Human, recombinant

Mouse, recombinant

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 10月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

コードNo. 品　　　名 規　格 容量
010-23963 Activin A, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
016-25383 Activin B （expressed in insect cells）  細胞生物学用 1mg
028-12914 BDNF 生化学用 1mg
024-16453 BDNF, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
022-14813 BMP-2 生化学用 100μg
029-14823 BMP-4 生化学用 100μg
026-18853 BMP-4, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
035-22893 CD40 Ligand soluble 細胞生物学用 1mg
034-23083 CD40 Ligand soluble,Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
038-23503 CNTF, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
053-07871 EGF, Animal-derived-free 細胞生物学用 500μg
063-05373 acidic FGF, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
068-04544 basic FGF 細胞生物学用 1mg
060-05383 basic FGF, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
069-06034 FGF4, Animal-derived-free 細胞生物学用 500μg×2
069-04373 FGF8 細胞生物学用 500μg
061-06234 FGF8, Animal-derived-free 細胞生物学用 500μg
063-06233 1mg
062-06203 FGF9, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
065-06053 FGF10, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
067-04053 Flt-3 Ligand 生化学用 1mg
067-05393 Flt-3 Ligand, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
070-04843 G-CSF 生化学用 1mg
078-06103 G-CSF, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
073-04154 GDNF 生化学用 1mg
076-06263 GDNF, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
077-04113 GM-CSF 生化学用 1mg
072-05604 GM-CSF, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
086-09003 Heregulin-β-1, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
099-05633 IFN-γ 細胞生物学用 1mg
099-06113 IFN-γ, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
092-05743 IGF-Ⅰ, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
099-06613 IGF-Ⅱ, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
090-04563 IL-1α 生化学用 1mg
094-06803 IL-1α, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
091-04613 IL-1β 生化学用 1mg
096-06123 IL-1β, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
093-03953 IL-2 生化学用 1mg
099-05753 IL-2, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
096-05763 IL-3, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
090-03963 IL-4 生化学用 1mg
093-05734 IL-4, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
095-04633 IL-6 生化学用 1mg
094-06043 IL-6, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
090-06643 IL-7, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
099-07193 IL-8（monocyte-derived）,Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg

コードNo. 品　　　名 規　格 容量
097-05173 IL-13 細胞生物学用 1mg
091-07033 IL-15, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
090-06143 IL-16, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
112-00813 KGF, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
125-05603 LIF, Culture Supernatant 細胞培養用 1mℓ×10
133-13013 MCP-1 生化学用 1mg
137-17053 MCP-1, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
137-13614 M-CSF 生化学用 1mg
134-16103 M-CSF, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
136-17903 MIF（expressed in insect cells）  細胞生物学用 1mg
145-07604 NGF-β 生化学用 1mg
146-09133 NGF-β, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
149-06644 NT-3 生化学用 1mg
142-09233 NT-3, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
159-02103 Oncostatin M 生化学用 1mg
158-03413 Oncostatin M, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
169-19733 PDGF-AA 生化学用 1mg
161-25543 PDGF-AA, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
166-19743 PDGF-BB 生化学用 1mg
160-24033 PDGF-BB, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
163-24023 PLGF-1, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
188-01473 RANK Ligand soluble 生化学用 1mg
187-02803 R-Spondin-1 細胞生物学用 1mg
186-02873 R-Spondin-2 細胞生物学用 1mg
183-02883 R-Spondin-3 細胞生物学用 1mg
199-12813 SCF 細胞生物学用 1mg
191-15514 SCF, Animal-derived-free 細胞生物学用 250μg
193-15513 1mg
195-12653 SDF-1α 生化学用 1mg
195-17033 SDF-1α, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
199-17053 Semaphorin 3A 細胞生物学用 1mg
201-16543 TGF-β1（expressed in CHO cell line） 細胞生物学用 1mg
206-19913 TGF-β2 細胞生物学用 1mg
201-18363 TGF-β3 細胞生物学用 1mg
203-19283 TGF-β3, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
201-15264 TNF-α 生化学用 1mg
207-18583 TNF-α, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
206-16473 TPO 細胞生物学用 1mg
201-17584 TPO, Animal-derived-free 細胞生物学用 500μg
203-17583 1mg
200-18953 TWEAK Receptor soluble 細胞生物学用 1mg
228-02003 VEGF-A121, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
229-01313 VEGF-A165 生化学用 1mg
222-01783 VEGF-A165, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg

コードNo. 品　　　名 規　格 容量
029-18463 BMP-4 細胞生物学用 1mg
053-07751 EGF 細胞生物学用 500μg
050-09101 EGF, Animal-derived-free 細胞生物学用 500μg
067-06633 acidic FGF 細胞生物学用 1mg
068-06043 basic FGF, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
079-04673 GM-CSF 生化学用 1mg
073-05634 GM-CSF, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
090-04703 IFN-γ  生化学用 1mg
096-06983 IFN-γ, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
090-04683 IL-1β 生化学用 1mg
097-03973 IL-3 生化学用 1mg
093-06133 IL-3, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
096-03943 IL-4 生化学用 1mg
096-06623 IL-4, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg

［次頁に続く］
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Rat, recombinant

タンパク質のメンブレンへの転写効率を改善 
アクアブロットTM 10×高効率転写バッファー
本品は、従来の Towbin（トリス - グリシン）系バッ
ファーよりも転写効率に優れた 10×転写バッファーです。
脱イオン水で 10 倍希釈し、ご使用下さい。調製時にメタ
ノールを加える必要はありません。
ご注意： PVDFメンブレンの親水化処理にはメタノールが必要です。

特　　長
●従来よりも高い転写効率　●転写バッファーを変えるだけ
●メタノール添加不要

デ ー タ
■  従来の転写バッファーとの比較 －定電圧条件－

25V定電圧で60分間（セミドライ式）転写を行い、発光強度の
値が適切に比較できる露光時間を選び、各タンパク質間の発光強
度値を読み取り相対的に表した。
高分子量タンパク質は長い露光時間を必要とするため、低分子量
タンパク質のシグナルを読み取った後、PVDFメンブレンを切り
取り別途測定した。
定電圧条件でアクアブロットTM 10×高効率転写バッファー
は、高分子量領域、低分子量領域どちらにおいてもTowbin及び
Towbin（SDS）バッファーよりも高い転写効率を示した。

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 10月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

NEW

NEW

コードNo. 品　　　名 規　格 容量
091-04434 IL-6 生化学用 1mg
090-07003 IL-6, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
094-05183 IL-13 細胞生物学用 1mg
095-06453 IL-23, Solution（expressed in insect cells）  細胞生物学用 100μg
090-06903 IL-33 細胞生物学用 1mg
127-05043 Leptin 細胞生物学用 5mg
195-16053 StemSure® LIF, Solution 細胞培養用 106units×10
131-14393 M-CSF 細胞生物学用 1mg
137-16833 M-CSF, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
142-08993 Noggin 細胞生物学用 1mg
146-09493 Noggin, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
180-01793 RANK Ligand soluble 生化学用 1mg
193-12713 SCF 生化学用 1mg
192-15583 SCF, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
207-13463 TNF-α 生化学用 1mg
208-19613 TPO, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg
229-02033 VEGF-A165, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg

コードNo. 品　　　名 規　格 容量
209-14263 TNF-α 生化学用 1mg
200-17593 TPO, Animal-derived-free 細胞生物学用 1mg

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

019-26211
AquaBlotTM 10×High 
Efficiency Transfer Buffer ブロッティング用

30mℓ
（300mℓ分）  2,000

015-26213 1ℓ
（10ℓ分） 13,500

Ⓐ

Ⓑ

本品 Towbin Towbin（SDS）

1 2 3 1 2 3 1 2 3
Lane No.
1. ミオシン（200,000MW）,
    β-ガラクトシダーゼ（116,300MW）,
    アルドラーゼ（42,000MW）,
    ミオグロブリン（17,000MW）
2. ミオシン（200,000MW）, 
    β-ガラクトシダーゼ（116,300MW）,
    トリプシンインヒビター（21,500MW）
3. Lane No. 2の 10 倍量

〈条件〉
■本品
アクアブロットTM10×高効率転写バッファー（10倍希釈）
■Towbin buffer
25mmol/ℓ Tris, 192mmol/ℓ Glycine with 10v/v% Methanol
■Towbin buffer（SDS） 
25mmol/ℓ Tris, 192mmol/ℓ Glycine, 0.05w/v% SDS with 10v/v% Methanol
ゲル：スーパーセップTMエース， 10-20%， 17ウェル［コードNo. 198-15041］
メンブレン：クリアトランス® SP PVDFメンブレン， 疎水性， 0.2μm
　　　　　［コードNo. 033-22453］
化学発光試薬：イムノスター® ゼータ［コードNo. 295-72404］

200,000MW

116,300MW

42,000MW

21,500MW17,000MW

116,300MW 116,300MW

Ⓐ

Ⓑ

高分子量領域－露光時間30秒－

42,000MW 42,000MW

21,500MW 21,500MW
17,000MW 17,000MW

低分子量領域－露光時間1秒－

本品 Towbin Towbin（SDS）

本品 Towbin Towbin（SDS）

200,000MW 200,000MW

1 2 3 1 2 3 1 2 3

1 2 3 1 2 3 1 2 3

200,000MW

116,300MW

＊ ＊ ＊検出限界付近
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ユニークな抗体をラインアップ 
神経研究関連抗体
当社では神経研究用の各種抗体を取り揃えています。DNA免疫法により樹立した組織染色可能なセロトニン受容体抗体

や、再生中の神経軸索のマーカーとなるりん酸化特異的GAP-43 抗体など、当社オリジナルの特長的な抗体を取り揃えてい
ますのでご活用下さい。

デ ー タ
■  組織染色可能なセロトニン受容体抗体 ■  再生中の神経軸索マーカー抗体

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 10月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

コードNo. 品　　　名 サブクラス 種交差性 適応実験 規　格 容量 希望納入価格（円）

016-25981 Anti Mouse 5-HT1A Receptor, Rat Monoclonal Antibody（4A6） ラットIgG2b マウス
※他の動物は未検証 IHC/FC 免疫化学用 50μℓ 30,000

013-25991 Anti Mouse 5-HT2C Receptor, Rat Monoclonal Antibody（6D2） ラットIgG2a マウス
※他の動物は未検証 IHC/FC 免疫化学用 50μℓ 30,000

コードNo. 品　　　名 サブクラス 種交差性 適応実験 規　格 容量 希望納入価格（円）

017-25391 Anti Phosphorylated GAP-43 S96, Monoclonal Antibody （16-4C） マウスIgG1 マウス/ラット WB/IHC 免疫化学用 100μℓ 45,000

010-25401 Anti Phosphorylated GAP-43 S96, Monoclonal Antibody （18-10H-9H） マウスIgG1 マウス/ラット WB/IHC 免疫化学用 100μℓ 45,000

017-25411 Anti Phosphorylated GAP-43 T172, Monoclonal Antibody （19-9A） マウスIgG1 ヒト/マウス/ラット IHC 免疫化学用 100μℓ 45,000

コードNo. 品　　　名 サブクラス 種交差性 適応実験 規　格 容量 希望納入価格（円）

019-19741 Anti Iba1, Rabbit （for Immunocytochemistry） ウサギIgG ヒト/マウス/ラット/
マーモセット ICC/IHC 免疫化学用  50μg 30,000

016-20001 Anti Iba1, Rabbit （for Western Blotting） ｠ ウサギIgG ヒト/マウス/ラット WB 免疫化学用  50μg 30,000

019-22291 Anti Olfactory Marker Protein, Goat ヤギIgG ヒト/マウス/ラット/
有袋類/両性類 WB/ICC 免疫化学用 100μℓ 64,000

011-22631 Anti Mouse Pikachurin, Rabbit ウサギIgG マウス/ラット WB/IHC 免疫化学用  50μℓ 35,000
016-24261 Anti Mouse Trβ2, Rabbit ウサギIgG マウス WB/IHC 免疫化学用  50μg 30,000

コードNo. 品　　　名 サブクラス 種交差性 適応実験 規　格 容量 希望納入価格（円）
014-24061 Anti IDH1, Monoclonal Antibody マウスIgG1 ヒト/マウス/ハムスター WB/IHC/ELISA 免疫化学用 100μg 34,000
011-24071 Anti IDH2, Monoclonal Antibody マウスIgG2b ヒト/マウス/ハムスター WB/IHC/ELISA 免疫化学用 100μg 34,000
018-24081｠ Anti IDH1-R132H, Monoclonal Antibody マウスIgG1 － WB/IHC/ELISA 免疫化学用 100μg 34,000
015-24091｠｠Anti IDH1-R132S, Monoclonal Antibody マウスIgG1 － WB/IHC/ELISA 免疫化学用 100μg 34,000
015-25691｠｠｠｠Anti Mutated IDH1/2, Monoclonal Antibody （MsMab-1） マウスIgG2a － WB/IHC/ELISA 免疫化学用 100μg 34,000

018-24101｠｠｠｠Anti Human Podoplanin, Monoclonal Antibody ラットIgG2a ヒト WB/IP/FC/IHC/
ELISA 免疫化学用 100μg 34,000

015-24111｠｠｠｠Anti Mouse Podoplanin, Monoclonal Antibody ラットIgG2a マウス WB/IP/FC/IHC/
ELISA 免疫化学用 100μg 34,000

野生型マウスの前頭前野ニューロンでの細胞体局在が見られた。この
局在は5-HT1A 及び 5-HT2C 受容体のmRNAの高発現部位と一致する。

神経受容体抗体

神経研究用マーカー抗体

脳腫瘍研究用抗体

神経再生研究用抗体

損傷後のマウス脊髄において再生中の神経軸索（↓）が染色され
た。

［次頁に続く］

抗 5-HT1A 受容体抗体（4A6）
［コードNo. 016-25981］

抗 5-HT2C 受容体抗体（6D2）
［コードNo. 013-25991］

抗GAP-43 S96 抗体（18-10H-9H）
［コードNo. 010-25401］

抗 GAP-43 T172 抗体（19-9A）
［コードNo. 017-25411］
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…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
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コードNo. 品　　　名 サブクラス 種交差性 適応実験 規　格 容量 希望納入価格（円）

017-24811 Anti CRMP1, Hamster Monoclonal Antibody （2E7G） ハムスターIgG ヒト/マウス/ラット/
ニワトリ WB/IP/ELISA 免疫化学用 100μℓ 34,000

014-24821 Anti CRMP2, Monoclonal Antibody （9F） マウスIgG ヒト/マウス/ラット/
ニワトリ WB/IHC/ELISA 免疫化学用 100μℓ 34,000

011-24831 Anti CRMP5, Monoclonal Antibody （KZ19） マウスIgG マウス/ラット WB/IHC 免疫化学用 100μℓ 34,000

010-24801 Anti Phosphorylated CRMP1/2 （Ser522）, Rabbit ウサギIgG ヒト/マウス/ラット/
ニワトリ

WB/IHC/ICC/
ELISA 免疫化学用 100μℓ 40,000

010-24161 Anti FGF1, Monoclonal Antibody （mAb1） マウスIgG1 ヒト/マウス/ラット/
ウシ WB/ELISA 免疫化学用 200μg 32,000

019-22811 Anti Mouse Sema4A, Monoclonal Antibody マウスIgG ヒト/マウス IHC/ICC/IP/
FC 免疫化学用 100μℓ 30,000

016-22821 Anti Mouse Sema4D/CD100, Monoclonal Antibody マウスIgG ヒト/マウス ICC/IP 免疫化学用 100μℓ 30,000

コードNo. 品　　　名 サブクラス 種交差性 適応実験 規　格 容量 希望納入価格（円）
013-25871 Anti Apelin, Monoclonal Antibody（4G5） マウスIgG1 ヒト/マウス/ラット Neu/ICC/ELISA 免疫化学用 100μℓ 45,000
010-22341 Anti ASK1, Monoclonal Antibody マウスIgG ヒト/マウス WB 免疫化学用  50μｇ 40,000
017-22351 Anti Phosphorylated ASK1, Monoclonal Antibody マウスIgG ヒト/マウス WB 免疫化学用  50μｇ 50,000
013-22831 Anti Human Atg7, Rabbit ウサギIgG ヒト/マウス WB 免疫化学用  50μℓ 19,000
010-22841 Anti Rat LC3, Rabbit ウサギIgG ヒト/マウス/ラット WB/ICC 免疫化学用  50μℓ 19,000
019-24251 Anti Human NAIP, Rabbit ウサギIgG ヒト WB 免疫化学用  20μℓ 45,000
016-23281 Anti Rat P2X4, Monoclonal Antibody マウスIgG ラット WB/IHC 免疫化学用  50μｇ 40,000
018-22141 Anti SQSTM1/A170/p62, Rabbit ウサギIgG マウス/ラット WB/IHC/ICC 免疫化学用 100μℓ 25,000

015-25191 Anti Phosphorylated α-Synuclein, Monoclonal Antibody （pSyn#64） マウスIgG ヒト/マウス/ラット WB/ICC/IHC 免疫化学用  50μℓ 30,000

018-21781 Anti Human Tenascin-C, Rat Monoclonal Antibody ラットIgG2a・κ ヒト/マウス IHC 免疫化学用 100μg 54,000

神経発生研究用抗体

神経変性疾患研究用抗体

FC：フローサイトメトリー、ICC：免疫細胞染色、IHC：免疫組織染色、IP：免疫沈降、Neu：中和実験、WB：ウエスタンブロット

日　　時：平成27年11月4日（水）10 : 00～17 : 30
会　　場：東京コンファレンスセンター・品川　5F 大ホール
　　　　　東京都港区港南1- 9 - 36　アレア品川　　TEL：0120 - 723 - 011（フリーダイヤル）
総合企画：田中　正人先生（東京薬科大学　生命科学部免疫制御学研究室）
主　　催：和光純薬工業株式会社
参 加 費：無料（ワークショップ終了後に情報交換会を予定しています。参加費：2, 000円）
定　　員：300名（定員になり次第、締め切らせていただきます）
参加申込み：■オンラインでのお申込み：http://www.wako-chem.co.jp/siyaku/product/sonota/ 2015workshop/index.htm
　　　　　■FAXでのお申込み： 上記ホームページに掲載しております案内パンフレットの裏面をご利用の上、下記にFAX下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　 FAX：0120 - 052 - 806
問合せ先：和光純薬工業株式会社　Wakoワークショップ係　　TEL：03- 3270 - 8243

〈講演プログラム〉
10：00 開会挨拶 和光純薬工業株式会社
10：10 『細胞死による生体の恒常性維持機構』 東京大学　大学院薬学系研究科遺伝学教室　教授　三浦　正幸
11：10 『細胞死とオートファジーのクロストーク』 東京医科歯科大学　難治疾患研究所病態細胞生物学　教授　清水　重臣
12：10 休　　憩
13：00 『脂質酸化依存的新規細胞死（フェロトーシス）と疾患』 北里大学　大学院薬学研究科衛生化学教室　教授　今井　浩孝
14：00 『ネクロプトーシスによる生体応答制御』 東邦大学　医学部医学科生化学講座　教授　中野　裕康
15：00 コーヒーブレイク
15：20 『細胞死制御異常による遺伝性疾患』 徳島大学　大学院医歯薬学研究部生体防御医学分野　教授　安友　康二
16：20 『死細胞貪食による免疫制御』 東京薬科大学　生命科学部免疫制御学研究室　教授　田中　正人
17：20 閉会挨拶 和光純薬工業株式会社

「細胞死のNew Horizon - 細胞死研究の先に見えてきたもの」
第31 回Wakoワークショップ
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ラインアップ追加 
がん研究用試薬
当社では、がん研究用試薬を多数ラインアップしていま
す。薬効薬理研究、動物実験、スクリーニングなどの用途
に合わせてご使用下さい。

■  アルキル化剤成分
■ロムスチン
　ニトロソウレア系化合物です。
●含量（HPLC）：98 . 0％以上
●可溶性溶媒：エタノール
●作用： DNA合成阻害作用

■テモゾロミド
　アルキル化剤です。
●含量（HPLC）：98 . 0％以上
●可溶性溶媒：DMSO
●作用： DNA合成阻害作用

■  抗腫瘍性抗生物質
■ミトキサントロン二塩酸塩
　アントラサイクリン系抗生物質です。
●含量（HPLC）：97 . 0％以上
●可溶性溶媒：水
●作用： トポイソメラーゼⅡ

を阻害することによ
りDNA障害作用を
示す。

■  代謝拮抗薬成分
■ネララビン
●含量（HPLC）：98 . 0％以上
●可溶性溶媒：水
●作用： DNA合成阻害作用

■  ホルモン製剤成分
■エキセメスタン
●含量（HPLC）：98 . 0％以上
●可溶性溶媒：メタノール
●作用： 非可逆的アロマター

ゼ阻害作用

■リュープロレリン酢酸塩
●可溶性溶媒：メタノール
●作用： 黄体形成ホルモン放

出ホルモンとして作
用を示す。

■  その他抗腫瘍薬成分
■ネダプラチン
●含量（HPLC）：98 . 0％以上
●可溶性溶媒：水
●作用： DNA鎖内及び鎖間で

DNA架橋を形成し、
DNAの複製及び転写
阻害作用を示す。

■テムシロリムス（異性体混合物）
●含量（HPLC）（異性体混合）：

96 . 8%以上（初回生産
ロット実測値）

●可溶性溶媒：エタノール
●作用： mTOR 阻害剤。FK 

506 結合タンパク質 - 
12（FKBP-12）と結
合して mTOR の活
性を阻害することに
より、細胞周期の移行、血管新生抑制作用を示す。

アルキル化剤成分

抗腫瘍性抗生物質

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 10月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）
128-06391 Lomustine 生化学用 100mg  9,800
124-06393 500mg 25,000
206-19991 Temozolomide 生化学用  10mg  9,800
202-19993  50mg 23,500

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）
137-18371 Mitoxantrone Dihydrochloride

 生化学用  10mg  8,800
133-18373  50mg 28,000
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代謝拮抗薬成分

ホルモン製剤成分

その他抗腫瘍薬成分

下記パンフレットにその他がん研究用試薬を多数掲載して
います。パンフレットご希望の方は、当社営業または、当社
代理店にご請求下さい。

安価・高品質 
ストレプトアビジン
ストレプトアビジンは、Streptomyces avidinii より産
生されるビオチン結合性タンパク質です。卵白アビジンに
比べ、非特異反応が低く抑えられています。ビオチンと特
異的に結合する性質を利用して、目的タンパク質の高感度
検出（イムノブロッティング、免疫組織染色、ELISA な
ど）に用いられます。

●外観：白色～うすい褐色、結晶性粉末
●ビオチン結合能：10 ～ 20units/mg
●含量（SDS-PAGE）：90 . 0%以上

冷感センサーの研究に 
TRPM8関連試薬
TRPM8（Transient Receptor Potential Melastatin 8）
は、冷感センサーとして知られています。25 ～ 28℃以下
で活性化されると言われていましたが、近年、外部温度に
依存して反応温度が変化することが報告されています。

■  AMTB塩酸塩
AMTBは、TRPM8 のアンタゴニストです。
●外観： 白色～うすい黄褐

色、結晶～粉末
●DMSO溶状：試験適合
●含量（HPLC）：98 . 0%以上
●pIC 50= 6 . 231）

■  イシリン
イシリンは、TRPM8 及びTRPA1 のアゴニストです。
●外観： うすい黄色～褐色、

結晶性粉末～粉末
●DMSO溶状：試験適合
●含量（HPLC）：98 . 0%以上
●EC50= 0 . 2μmol/ℓ2）

〔参考文献〕
1）Lashinger, E. S. et al . : Am. J. Physiol. Renal. Physiol ., 295, F803 （2008）.
2）Behrendt, H. J. et al . : Br. J. Pharmacol ., 141, 737 （2004）.

関連商品

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 10月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）
146-09591 Nelarabine 生化学用  10mg 19,800
142-09593  50mg 59,800

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）
143-09481 Nedaplatin 薬理研究用  10mg 16,800
149-09483  50mg 55,000
203-20131 Temsirolimus （mixture of 

isomers） 生化学用   5mg 13,000
209-20133  25mg 52,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）
051-09011 Exemestane 生化学用  10mg  8,800
057-09013  50mg 25,000
121-06401 Leuprorelin Acetate 生化学用  10mg  9,800
127-06403  50mg 29,800

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

198-17861  1mg  5,000

194-17863 Streptavidin 免疫化学用  5mg 12,000

192-17864 25mg 45,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

019-26191 AMTB Hydrochloride 細胞生物学用  5mg 20,000
015-26193 25mg 80,000
096-07181 Icilin 細胞生物学用 10mg 14,000
092-07183 50mg 56,000

コードNo. メーカーコード 品　　　名 規格/メーカー 容量 希望納入価格（円）
TRPM8アゴニスト
132-03752 －  25g   2,400
134-03751 － l-Menthol 和光特級 100g   4,900
136-03755 － 500g  14,300
557-17731 3040/10 WS 12 Tocris  10mg  34,000

－ 3040/50  50mg 145,000
TRPM8アンタゴニスト
013-24911 － 2-APB 細胞生物学用 100mg   6,000
019-24913 － 500mg  24,000

C23H26N2O2S・HCl＝430.99
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ジョージ・スターキー（1628. 6. 8～1665）
東京工業大学　梶　雅範
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今回は、誰でも知る「化学大家」で
はなく、知られざる「化学大家」を取
り上げたいと思う。近代化学は、18
世紀のラヴォワジエに始まると言われ
ている。本シリーズでも、これまでに
ラヴォワジエ以前の「化学大家」とし
て取り上げられた例は、17 世紀のボ
イルと 16 世紀に活躍したパラケルス
スしかいない。今回は、17 世紀の知
られざる「化学大家」ジョージ・ス
ターキーをとりあげることにしよう
（図 1）。
スターキーがいわば 17 世紀の「化
学大家」のひとりであることが理解さ
れるようになったのは、最近 20 年の
ことに過ぎない。したがって、いまは
一般にはまったく知られていない。ス
ターキーは、当時イギリス植民地だっ
たアメリカ出身で、イギリスに渡っ
て、同地で錬金術研究に大きな足跡を
残した。彼はあのロバート・ボイルを
化学研究に導いた指南役であり、彼が
書いた錬金術書は、ニュートンに大き
な影響を与えた。しかも、スターキー
には、実験ノートが残っており 1）、17
世紀の錬金術師が日常的に行っていた
研究実践の一端を具体的に知ることが
できるのである。

1． キミストリー：最近の錬金術
史研究から
スターキーの位置づけを正確に理解
するには、近年の錬金術史研究の進展
について概観する必要がある。19 世
紀以降であれば、化学者をとりまく状
況は、現代に見られる化学研究から類
推できるが、17 世紀に対してはそれ
ができない。そこで、まず、背景的な
説明から入らなければならない。近年
の錬金術史研究の中心にいるアメリカ
のジョンズ・ホプキンス大学のプリン
チーペ（Lawrence M. Principe）は、
現代までの西洋錬金術の歴史を４つに
時代区分している 2）。第 1 期は、3 世
紀から 8世紀で、ギリシアの影響を受
けたエジプトで錬金術が発生し、ギリ

シア語圏である東地中海世界で発展し
た時期である。第２期は、8世紀から
15 世紀のイスラムの錬金術の展開期
である。第３期は、16-18 世紀ヨー
ロッパにおける錬金術の黄金期であ
る。ヨーロッパは、11-14 世紀の中世
盛期にイスラムの錬金術を受容し、こ
の時期に独自の展開を遂げて錬金術の
黄金時代を築いた。従来、18 世紀初
めには錬金術の時代は終焉を迎えたと
考えられてきたが、プリンチーペはこ
れに、18 世紀から 20 世紀にわたる第
４期を加える。
実は、現在の通俗的な錬金術理解
は、19 世紀後半から 20 世紀初頭につ
くられたもので、第３期の錬金術最盛
期の実像を現していないというのが、
新しい錬金術理解である。この時代に
いったん衰退した錬金術は、「リバイ
バル」した。そうした錬金術ブーム
は、18 世紀末以来、今日まで３回見

られたという 3）。1780-90 年代と 19 世
紀後半、それに 1980 年代以降である。
とくに重要なのは、第二のリバイバル
で、その背景に、ヴィクトリア時代の
オカルト・ブームがあった。その代表
例は、1850 年にイギリスで発行され
た『ヘルメス神秘への示唆的探求（A 
Suggestive Inquiry into the Hermetic 
Mystery）』である。同書は、イギリ
ス南海岸の港町ゴスポート（Gosport）
に住むアトウッド（Mary Anne Atwood, 
1817-1910）が書いたもので、古来の
錬金術書に隠されている錬金術の真の
意味と実践を父のトーマス・サウスと
ともに発見したと主張するものだっ
た。本は出版されたものの、アトウッ
ドは突然、出版された本を自ら買い占
めて庭で焼き捨てた。この難を逃れた
僅かな本に基づいて再版が出され流布
し、同書で謳われた錬金術の見方が、
現在の通俗的な錬金術像を決定づける
ことになった。アトウッドによれば、
錬金術には、化学操作を扱う顕教的な
（物質的）錬金術と錬金術師自らの霊
的な転身を目指す密教的な（精神的）
錬金術の２種類がある。この二分法
は、広く採用され、1970 年代までの
多くの化学史書にさえそのように書か
れた。しかし、この解釈は 19 世紀後
半に流行したオカルト思想に基づくも
ので、18 世紀までに実際に実践され
ていた錬金術の実態とは異なるもので
あるとプリンチーペらは主張する。
20 世紀の最後の四半世紀に、前者

２つとはまったく異なる意味での第三
の錬金術ブームが起こった。ニュート
ンやボイルのような「科学革命」の立
役者たちが、なぜ錬金術のようなこと
に関わっているか、真剣に歴史的な文
脈において再検討しようという動きが
はじまったのである。その第三のリバ
イバルの中心を担ったのが、プリン
チーペに加えニューマン（William 
Newman，インディアナ大学ブルーミ
ントン校教授）の二人である。彼らの
周りに若手の錬金術史研究家が集り、

和光純薬時報　Vol.83, No.4（2015）

図１． スターキーは若くして亡くなってい
るので、いわゆる肖像画は残ってい
ない。死後20年以上経って出された
本にある一錬金術師の肖像。スター
キー研究家は、スターキーの肖像の
つもりで描かれているとしている。
William R. Newman, Gehennical Fire , 
Figure 4 . 原図はPyrotechnia ofte Vuur-
stook-Kunde （Amsterdam, 1687）
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それらの研究のおかげで、16-18 世紀
の錬金術の黄金時代の理解が飛躍的に
進んだのである。
彼らによれば、16-18 世紀には、錬

金術（alchemy アルケミー）と化学
（chemistry ケミストリー）との区別
はなく両者は同義語であった。歴史研
究の為に、現在のアルケミーとケミス
トリーの違いに引き摺られないよう
に、もう一つの同義語キミストリー
（chymistry）を当時の広い意味での
物質変換に関する物質理論とその実践
とを指す言葉としよう 4）。さらにキミ
ストリーに従事する人をキミスト
（chymist）と呼ぶことにする。金属
転換による金作りを目的とするキミス
トリー研究をとくに「錬金」と呼ぶこ
とにする。

2． 最盛期のキミストリー
1500 年から 1700 年にキミストリー

は最盛期を迎える。キミストリーの目
標は、金属転換（錬金）とともに、よ
りよい医薬製造、天然物の利用と改
良、物質変化の理解など多岐にわたっ
た。当時のキミストが、単純な経験主
義者でやみくもに経験を重ねていたよ
うに言われることがあるが、キミスト
達にも理論はあり、それに基づいて実
践を重ねており、その活動様式は現代
の科学者に通じるものがある。
この時代に知られていた金属は、
金・銀・銅・鉄・錫・鉛・水銀の 7種
で、このうち金と銀が貴金属で、他は
卑金属とみられていた。金属の物質と
しての構造の見方には、（1）アリスト
テレス流の「質料（材料）」と「形相
（性質）」による説明、（2）スイギンと
イオウによる二元論的な説明（物質と
しての水銀と硫黄から区別するために
カタカナで表記する）、（3）パラケル
スス（Paracelsus 本名 Theophrastus 
von Hohenheim, 1493-1541）の三原質
（スイギン・イオウ・エン（塩））によ
る説明の 3つがあった。いずれにして
も金属は、複合体と考えられた。すべ

ての物質は、同一の原質（もとのモ
ノ）からできているから（ちがいは組
成の違いで説明された）、あるものを
他のものに転換することはどんなもの
でも原理的にできるはずである。
そもそも自然界でも金属転換は自然
過程として自発的に起こっていると信
じられており、ただこの自然過程は遅
いので錬金をめざすキミストは、その
自然の過程を加速する添加物（今風に
言えば「触媒」のようなもの）が必要
になる。こうした添加物の中で、すべ
ての金属の転換に使えるものが、「賢者
の石（the Philosophers’ Stone）」である。
錬金を成功させるには、正しい出発
物質を知り、それに対する正しい処方
（操作）を発見する必要がある。自ら
発見するのでなければ、それをすでに
発見した「匠（たくみ adept）」に教
えを請うか、匠が書き残した書物を注
意深く読む。あるいはリスクはある
が、そうした処方箋を売る売人から買
うこともあり得た。
出発物質は、金属転換なので金属か
アンチモンのような半金属と考えるキ
ミストが多かったが、皆が合意してい
たわけではない。
むしろ出発物質に対してどのように
操作を加えるかについては、この時
代、だいたいの合意が得られていた。
出発物質を卵形の本体に長い円筒がつ
いたガラス容器（丸底フラスコに似た
もので「哲学的卵」と呼ばれた）に入
れ、密封して（しばしば円筒部分の先
を融かして）何ヶ月も加熱する。ここ
で容器が破裂することがしばしばあ
り、その情景を描いた絵もある（図
2）。一定の火力で昼も夜も加熱し続け
るのは、温度計も電気的な制御装置も
ないこの時代、なかなか骨の折れる仕
事であった。処方がうまく行っていれ
ば、30-40 日で出発物質はまず黒くな
る。さらに加熱を続けると数週間でさ
まざまに色を変化させ、やがて輝く白
色になる。この白色の粉は、取り出し
て銀を加えるなどの加工をすると、卑

金属を銀に変える能力をもつ「賢者の
石」のひとつ「白色石」になる。さら
にこの白色物質の温度を上げながら加
熱を続けるとまず黄色になり、やがて
濃い赤色になる。こうして得られた
「赤色石」に金を加えて「発酵」させ、
さらに液体原理（よく使われるのは哲
学的スイギンと呼ばれるもの）を加え
て金属に対する浸透性を高めると、卑
金属を金にかえる最終的な「賢者の石」
が得られる。

3． アメリカのスターキー
ジョージ・スターキーは、17 世紀

中期にもっとも活躍したキミストの 1
人である 5）。1628 年 6 月に当時、イ
ギリスの植民地だった大西洋上の島、
バーミューダ島で生まれた。父は、
ジョージ・スターク（George Stirk）
といい、スコットランド出身の牧師で
1622 年にバーミューダ総督に任命さ
れたジョン・バーナードとともに島に
派遣された。父のもともとの任務は、
バーミューダにいる非国教徒を英国国
教会に復帰させることだった。息子の
ジョージももともとの姓はスタークだ
がイギリスに渡る 1650 年かそれより
少し前にスターキー（Starkey）に自
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図２． Henrik Heerschop, 1687「キミスト
の実験で火が出る」
当時のキミストの実験では、封印し
たガラス容器が爆発することは日常
茶飯事であった。
The Chemical Heritage Foundation 
Collections提供
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ら改姓した。以下、父と区別してス
ターキーと呼ぼう。
1637 年父が亡くなり、幼くして高

い知的能力を示したスターキーは、後
見人の計らいによってマサチューセッ
ツ植民地で教育を受けることになっ
た。1643年に創立間もないハーヴァー
ド・カレッジ（1636 年に創立、1639
年に寄付者の名前に因んでハーヴァー
ドの名前を冠する）に入学し、1646
年に卒業した。在学中からキミスト
リーに関心を持つようになり、その早
熟の才を現した。すでにアメリカに
は、錬金に関心をもつキミストのグ
ループのネットワークが存在し、ス
ターキーも早くからそのグループに属
して研鑽を積んでいた。

4． イギリスのスターキー
アメリカのキミストのネットワーク
は有り難かったが、同地で入手できる
備品や薬剤の貧弱さから十分な実験が
できないので、スターキーは、1650
年、イギリスに渡り、ロンドンに居を
構えた。ロンドンでは、この時期の知
的なネットワークの中心であったハー
トリブ（Samuel Hartlib, 1600 ころ - 
1662）のサークルに関わりをもった。
まもなく、スターキーは同年代の、し
かしはるかに有名な貴族で裕福なロ
バート・ボイル（Robert Boyle, 1627-
91）と知りあった 6）。ボイルは、ス
ターキーのおかげでキミストリーに関
心をもつようになり、スターキーの経
験と知識を通じてキミストリーの実験
研究に入ることになった。
そのころすでにスターキーは、アメ
リカでキミストリーの「匠」に出会っ
たという話を周囲に伝え始めていた。
匠は匿名だったが、エイレナエウス・
ピ ラ レ テ ス（Eirenaeus Philalethes 
「真理の平和的な愛好者」の意）を名
乗っており、スターキーは弟子として
彼から多くを学んだとの触れ込みだっ
た。スターキーは、ピラレテスから上
述の「白色石」を受け取ったと述べ

た。また匠のピラレテスの書いた原稿
の多くを預かっているとし、その原稿
の一部をロンドンで私的に回覧して関
係者に多大の関心を引き起こした。ボ
イルを含め、同時代者はスターキーの
言を信じた。
ロンドンでスターキーは、ファン・
ヘルモント派の医師として成功した
が、やがてキミストリー研究に専念す
るために患者を取るのを止めた。しか
し、実験研究は金もかかるし、成功す
るとはかぎらない。スターキーは、借
金に苦しんで、債務者監獄に入れられ
ることになった。そのために、ハート
リブ・サークルとの関係も疎遠になっ
た。出獄すると、よりよい医薬と金属
転換を目指すキミストリー研究を再開
し、薬や精油、香水などを製造して販
売し研究費に充てた。冒頭で触れたス
ターキーの実験ノートには、成功とと
もに失敗も記されており、自らのプロ
ジェクトや進展についての考察、最良
の理論に基づく実験の提案や理論の補
足のための実験、さらには錬金術師た
ちが書いたアレゴリー（寓意）に満ち
た錬金術書の記述を実践的な実験指示
書へ書き換えする方法も書かれてい
る。ここに見られた 17 世紀のキミス
トの思考と実践は、決して現在の化学
者の日常から隔絶したものではないこ
とがわかる。
もし、現代の研究と違いがあるとす
ると、自然の霊薬（万能薬）や賢者の
石に関する知識のように公開すれば、
自然の秩序や社会秩序の混乱に結びつ
くと考えられた研究結果は、ごく一部
の選ばれた人々にしか伝達しようとし
なかったことである。仲間内の私信や
自分の実験ノートは、現在でも理解可
能な言葉で書かれているが、公開の錬
金術書は、素人にはわからない寓意に
満ちた言葉で書かれた。ただ、よく考
えれば、こうした例は現代にもある。
たとえば、軍事研究は国家機密とさ
れ、その内容が公開されることはな
い。

5． スターキーの突然の死
ペストは 14 世紀以来ヨーロッパを
繰り返し襲っており、死体の皮膚が黒
ずんで見えることから「黒死病」とも
呼ばれて恐れられた。1665 年にロン
ドンでペストが流行した。これは、イ
ギリスでは最後の大流行だと言われて
いる。医師免許をもつ伝統的な医師達
が次々に町を脱出して行くなか、ス
ターキーとその仲間たちは、勇敢にも
ロンドンに踏みとどまって、自らの流
儀の医化学で患者を治療しようとし
た。しかし、スターキーは自らペスト
に罹患してしまい、数日後に命を落と
した。まだ 37 歳だった。

6． スターキーの残したもの
スターキーが亡くなっても、彼が創
作した匠エイレナエウス・ピラレテス
は生きつづけた。ピラレテスの原稿は
出版され、多くの読者を得た。とくに
スターキーの死後間もなく出版された
Introitus Apertus ad Occlusum Regis 
Palatium（閉ざされた王宮への開放さ
れた入り口）（1667）は、18 世紀前半
までに少なくともラテン語で 9版を重
ね、現代語訳は数知れない。その注意
深い読者のひとりにニュートンがお
り、彼はピラレテスの書が提案する実
験をすべて行っただけでなく、彼の理
論の一部を発展させた。
当時のキミストは、想定される読者
によって書き方を変えていた。公表す
る著作では、わかる人にしかわからな
いように、暗号と寓意に満ちた文章で
記述した。しかし、読まれる人が初め
から限定されている文書（自らの実験
ノートや私信）では、誰にでもわかる
明快な文章で書いた。スターキーがボ
イル宛てに書いた 1651 年の書簡はそ
うしたわかりやすい実験指示書の典型
で、ボイルはその記述が、哲学的スイ
ギンを得るのにとても有望に見えたの
で、その死の直前まで 40 年近く哲学
的スイギンを得るための実験を続け
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た。さらにスターキーの知らないとこ
ろで、私信のコピーをさせた。それが
めぐりめぐってニュートンの所まで
行っていた。
プリンチーペは、当時のキミスト達
が行ったと考えられる金属転換の実験
の再現を、スターキーの実験ノートに
基づいて試みている。水銀と金との混
合物からできる黄色いバター状のアマ
ルガムを丸底フラスコに入れ、丸底部
を砂浴に埋めて何週間も適当に温度を
変えながら（実験室で温度計が使われ
る以前なので温度については当時の記
録にはもちろんない）加熱を続けた。
多少膨らみ、流動性がやや増して表面
の一部にイボ状の形状が見られた程度
の変化しか見られなかった。おそらく
はスターキーが想定した温度が得られ
たように見えてから数日後、ある朝、
実験室に来てみると、昨日までは単な
る灰色の不定形の塊に過ぎなかったも
のが、きらきら輝く樹形のものに変化
し、丸底を満たしていた（図 3）。こ
れを 17 世紀のキミストが見たら、自
分が、ピラレテスの書の書名のように
「閉ざされた王宮への開放された入り
口」に立っていると感じてもおかしく
ないとプリンチーペは述べている 7）。

残っているスターキーの実験ノートに
は、1652 年 3 月 5 日の記載に水銀と
金のアマルガムから得られた樹形物
（「哲学者の木」）の記述がある 8）。こ
の印象的な変化に出会ったキミストは
実験を続けたい気になったとしても不
思議ではない。
すでに述べたように、理論的に見て
も 17 世紀の物質理論には、金属転換
を否定するようなものはなかった。金
属転換の「触媒」たる「賢者の石」
は、理論的には「可能性」に過ぎない
が、当時、それが「現実的」に思える
補強材料が存在した。その第一が、然
るべき人物による「賢者の石」とその
効力についての証言記録である。ボイ
ルも、未公刊の原稿「金属の転換と改
良についての対話」（1680 年頃）の中
に、ボイル自身による鉛から金への金
属転換の目撃証言の記録を残してい
る。ボイルは、この経験から賢者の石
の実在性に確信を持ち、英国議会で金
属転換の真実性について証言して、
1404 年のヘンリー 4 世による金属転
換禁止令の撤廃をさせたのである 9）。

7． キミストリーからケミストリー
へ：錬金術の衰退と「復活」
1720 年頃を境に、それまで事実上、
同義語であった錬金術（アルケミー）
と化学（ケミストリー）が、現在と同
じような「科学的」実践がキミスト
リーとなり、時代遅れの実践がアルケ
ミーになった。それに伴って金属転換
による錬金の実践は、不道徳な胡散臭
い行いとして排除させるようになっ
た。それまで 1500 年にわたる実践が
急速に衰退した理由については、科学
史家の間でまだ議論が続いている。プ
リンチーペは、1つの仮説を提出して
いる 10）。18 世紀の初頭、キミストリー
の地位向上運動に伴って、その分野が
大学や科学アカデミーに入るためにキ
ミストリーをできる限り「純化」とし
ようとする志向が背景にあるというの
である。キミストリーの泥臭く胡散臭

い部分をアルケミーに押しつけ、残り
の純化されたものをケミストリーが受
け継ぐことになった。キミストリーは
ケミストリーとアルケミーに分離さ
れ、ケミストリーがキミストリーの嫡
子とされたのである。確かに「錬金」
が現実のものになったら、十分な管理
が為されないかぎり社会は混乱するだ
ろうし、詐欺などの不正も容易に行わ
れるだろう。1666 年に成立したパリ
科学アカデミーは、当初、公的な地位
も成文化された会則も与えられなかっ
た。1699 年にようやく会則が制定され
てその地位が安定化した 11）。その会
則に示された会員の分野に、幾何学、
天文学、機械学、解剖学、植物学と並
んで化学（chimie）が加えられた。18
世紀初頭、確かに化学は、他の諸科学
と同じ立派な地位が与えられつつあっ
たのである。その科学アカデミーは、
錬金を詐欺行為だと全面否定した。
こうした経緯から、17 世紀以前の

「化学大家」は、われわれから縁遠い
ものになってしまった。しかし、ス
ターキーの例でわかるように、その研
究実践は、われわれから隔絶したもの
では決してない。われわれは、その世
界はいま知り始めたばかりである。17
世紀の代表的な「化学大家」ボイルに
ついても、再検討の必要があろう。
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図３． プリンチーペの実験室において、丸
底フラスコ（「哲学的卵」）に再現さ
れた「哲学者の木」
Lawrence M. Principe, The Secrets of 
Alchemy, Plate 6 .
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本品は、MDCK細胞用無血清培地です。MDCK細胞の培養や、MDCK細胞を用いたウイルス産生に
ご使用いただけます。また、動物由来物不含、医薬用外毒劇物非該当のため安心してご使用いただけます。

CultureSure® MDCK Serum-Free Medium, Prototype

特　　長
● 良好な細胞増殖性 ● 動物由来物不含
● 良好なインフルエンザウイルス増殖性 ● 毒劇物非該当
● 無血清培地、血清含有培地からの切り替え時に馴化不要 ● マイクロキャリアを用いた培養が可能

デ ー タ
■細胞増殖性

■インフルエンザウイルス増殖性 ■培地切り替え時の細胞増殖性（馴化なし）

MDCK細胞を培養し、コンフルエントになった 4日目にインフルエンザ
ウイルスを接種した。

〈使用上のご注意〉
・血清不含でご使用下さい。　　・使用時には4mmol/ℓとなるようにL-Glutamineを添加して下さい。

コードNo. 品　　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）
016-21841 200mmol/ℓ L-Alanyl-L-Glutamine Solution （×100） 細胞培養用 100mℓ  6,500
073-05391 200mmol/ℓ L-Glutamine Solution （×100）  細胞培養用 100mℓ  3,000
035-23611

CultureSure® L-Glutamine, Animal-derived-free 細胞培養用
100g 16,000

037-23615 500g 38,000

コードNo. 品　　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）
280-92071 CultureSure® MDCK Serum-Free Medium, Prototype 細胞培養用 1ℓ 15,000

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。
特定 …特定毒物   …毒物     …劇物　 …毒薬　 …劇薬　 危…危険物　 …向精神薬　 …特定麻薬向精神薬原料

…化審法 第一種特定化学物質　 …化審法 第二種特定化学物質　 …化学兵器禁止法 第一種指定物質　 …化学兵器禁止法 第二種指定物質　 …カルタヘナ法
覚…覚せい剤取締法　　毒素等…国民保護法　　ダイオキシン…ダイオキシン類
掲載内容は、2015 年 10月時点での情報です。上記以外の法律及び最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。
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試作品案内
MDCK細胞用無血清培地MDCK細胞用無血清培地
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　本品
　Medium A（他社無血清培地）

MDCK細胞：Medium Aで維持した
　　　　　　MDCK細胞
培養方法：静置培養
培養器材：Tフラスコ
播種細胞数：1×104 cells/cm2
培養環境：37℃, 5%CO2
培養日数：4日間ごとに継代

＜無血清培地からの切り替え＞

＜血清含有培地からの切り替え＞

　本品
　EMEM/NEAA/10%FBS

MDCK細胞：EMEM/NEAA/10%FBS
　　　　　 　で維持したMDCK細胞
培養方法：静置培養
培養器材：Tフラスコ
播種細胞数：1×104 cells/cm2
培養環境：37℃, 5%CO2
培養日数：4日間ごとに継代
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本品

EMEM/NEAA/
10%FBS

MDCK細胞：EMEM/NEAA/10%FBSで
　　　　　 　維持したMDCK細胞を各培
　　　　　 　地で4継代したMDCK細胞
培養方法：静置培養
培養器材：Tフラスコ
播種細胞数：1×104cells/cm2

培養環境：37℃, 5%CO2
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本　品

Medium A（他社無血清培地）

＜使用インフルエンザウイルス＞
Influenza A virus（H1N1）

＜ウイルス培養条件＞
培養方法：静置培養
培養器材：Tフラスコ
培養環境：34℃, 5%CO2

＜ウイルス接種時の細胞数＞
本品：25.8×104 cells/cm2

Medium A：21.2×104 cells/cm2

関連商品


